





























































































































































































































































































⑧「ノフ」の「フ」字に寄り添うように記されているように見えるところから、⑨「クイ本」は⑧ ノフ」の「フ」字に対して付された異本注記であ かのように思われるが、西念寺本の⑧「ノフ」につ ては、表Ｂ
─
54─ａによって、他

























しかし、 ここで、 西念寺本において、 ⑧「ノフ」の直前に記されている⑦「シ








西念寺本の⑦「 ルシ」 誤りで 本来は、その末尾 「シ」字がない『シル』という注記だった 考えられる。　
とすれば、西念寺本において、末尾の「シ」字が蛇足となっている⑦「シル


















ゆえに、 本来『シノク』とあった記述が、 恐らくは、 カタカナの『ク』と『フ』
における字画 類似により、 『シノフ』と誤記され ようになったものと思われる。　
観智院本で⑦「シノフ」 、鎮国守国神社本で⑧「シノフ」とある とからす



























































































































足だったのかもしれないし、底本においてすでに渾沌としていたの あれば、訂正の労を惜しんで、それをそ まま機械的 作業をしたので ないかと想像されるが、 そう た西念寺本の「
」項目の注記の記載状況が渾沌としてしまっ






































































































































































































































































系の名義抄において、異 注記を記す際に そ 対象する記述との関係が直ちに理解されるように、異本注記を、対象の記述よりも小字で、対象に寄り添うように記すという工夫がなされているのが一般的であるもの われる。　
ところが、西念寺本の⑫「ルイ」ついては、確かに ル」字を小字で記して
いるよ には見えるものの、 「ル」字自体は 注記
2行目と
3行目の行間の、



















































































としている場合においても、異本注記を記入 るスペース 狭いこ は、 入者において、常に問題となっていたであろ から、注記が
1行分しかない場合






しかし、 ここで新たに問題となる は、 資料Ｂ
─
55に示したように、 ⑫「ルイ」






する異 であることがわかるように記されて た場合、転写者が底本 忠





















































































段階における⑫「ルイ」の記載位置にはついては、幾分、考えを巡らしたのではないかという点である。こ については、⑫「ルイ」の場所を決定す 目印として、先 記した
2行目の記述、恐らくは、⑥「コト丶モリ」の「モ」字や











さて、 に り、 〈ｂ〉案を採用することで、問題は解決されたとしてよ






































































































































異本対照直後においては、 『ハツル』 、 『スイ』と記されていたものが、ある
転写の際に、






























とする⑪「ハツス」の「ス」字の位置よりも高くなって ま こ の方が まだ、問題が小さいよう は思われる。　
西念寺本における書写作業の乱れからすれば どんなアクシデントで 起こ


















字相互の間隔が均一でない めに、注記を分かち書きする方針が機能 ないと思われる箇所が複数見られる。そ ため、文字相互 間隔の広狭のみにしたがった場合、文字列のまとまりに対す 理解としては、一般的には、補助資料Ｂ
─
54─アのように区

































ては、ここでのテーマに関わるも であり、その他の写本間でも配列順序に異同が見えるので 当初の原則にした い、その状況を事前調整 ないこと した。また、高山寺本の⑥「コトナラ
▲ム
」の「▲」については、いわゆる三角形を記したも
























直接的に対応する注記が観智院本には見えない。しかし観智院本の③「ハカクシル」については、西念寺本⑥「ハカク」 、高山寺本⑦「ハカク」 、鎮国守国神社本⑤「ハヤク」とあることから 観智院 の③「ハカクシル」は、 来、 『ハカク
　
シル』のように分
かち書きされていたものが、転写を重ねるうちに接近し、一注記であるかのように記されてしまったものと思われ、その『シル』の部分が、高山寺本の⑨「シル」 、鎮国守国神社本の⑦「シル」に対応す 記述であったも と考え 。 すると、観智院本において『ハカク
　
シル』の順であることと、 高山寺本で⑦「ハカク」⑧「カクル」⑨「シ




































































れ（平） （平） （上濁） 判断されているように見受けられる。
（
196）鎮国守国神社本の異本注記⑨「クイ」は、西念寺本の異本注記⑨「クイ本」と同様の内








































































































うに、 この西念寺本の⑫ 「ルイ」 を⑪ 「ハツス」 の項目に付随させ 紹介しておられ、 「ス」字の右 「ルイ」と小字で記されている。
補助資料
B−55−イ
西念寺本類聚名義抄における増補と脱漏　─異本注記の有無について─（十一）
110（11）
・寛元本字鏡集（巻七
899頁）
　
ケン
　
／
　
ムカフ
　
ソツス
　
ハツ
　
フム
　
ハフ
　
ヨハフ
　
／
　
メクル
　
ス丶ム
　
イトマ
　
ノフ
　
ハヒコル
　
イフヿ
　
コト丶モリ
　
／
　
ハツル
・天文本字鏡鈔（巻第六
1161
頁）
　
ケン
　
／
　
ヨハフ
　
ウツス
　
ムカフ
　
メクル
　
ス丶ム
　
イト
　
ハフ
　
／
　
ノフ
　
ハツ
　
ハヒイル
　
イフコト
　
コト丶モリ
　
フム
　
ハツル
　　（
206）文字の傾きの点については、行が蛇行した転写の際には傾いていたものが、その後、さ
らに転写された際に文字の傾きのみが手直しされたと考えられなくもないが、想像を重ね過ぎるかと考えた。
